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   Es wird  fiber 111  Fdlle von Blasentumoren in den letzten 5Jahren berichtet. Es handelte 
sich in 3.41% wegen aller urologischen Patienten. 77.6% der Patienten waren Manner, 22.4% 
Frauen. 73.6% der Patienten waren  iiber 50 Jahren. Die Dauer, Beruf, Disposition, Sympto-
matik, Nierenfunktion u. a. wird  ausfiihrlich besprochen.
膀胱腫瘍 の統計的観察 に関 しては多 くの報告
があるが,1956年よ り1960年にわ たる5年 間に
外来で経験 した原発性膀胱腫瘍103例並びに続
発性膀胱腫 瘍8例 につい てその頻度,性 別,年
令,病 歴期 間,膀 胱鏡所見 などを中心 として統
計的に観察 したのでその成績につい て 報 告 す
る,こ れ らの中で も相互 に関連す る も の が あ
る,例 えば病歴期間 の長 いものでは膀胱鏡的 に
みて多発性であつた り.腎 機能 が不良 となつた
りする如きである.而 して ここに得 られた成 績
は広大皮泌科外来 に於け る統 計であ り,他 の成
績との対比 は困難 であ り同一 視する ことは出来






与 え て い るの に対 し,当 科 に おけ る過 去5年 間 の膀 胱
腫 瘍 患者 は 続 発性 の ものを 含 めて111例で あ り,表1
に み られ る 如 く泌 尿器 科 外来 患 者総 数3,251例に対 し
原発 性 の ものは3.17%,又続 発性 の もの を 含 め る と
3.41%であ り,最 も多 い年 は 昭 和34年の4.22%と我 々
の場 合膀 胱 乳 頭 腫 を含 む に して も,他 の 成績 に 比 しか
な り高 い値 を 示 してい た,こ の ことに つ いて は熊 本 ・
表1膀 胱 腫 瘍患 者 頻 度(原 発性)
















原 発 性i膀胱 腫瘍103例 にっ い てみ ると表1に み られ
る様 に 男子80例,女 子23例で,そ の 比 はそ れ ぞれ77.6
%・22、4%とな る,す なわ ち男 女 の比 は3.5:1で あ
る.こ の値 は 菅原 の21に 比 しや や 男子 が 多 く,市
川 の男 子75.7%,女子24.3%,すなわ ち男 女比3:1
市 川等 の3.5;1,南 の3.4:1,又 近 藤 の各 々71.4
%,28.6%,西 村 の83%:17%,加 藤 の88:12,
Morstifiの75.8%=24.2%等と類 似 の 成績 で あ り,
本 症 も男子 多 発 の傾 向 を有 す ると云 え る.こ れ は1950
年 か ら1956年にわ た るEngland並び にWalesの 膀
胱 悪 性 腫瘍 患 者 と腎 を 含め て の尿 路 悪 性腫 瘍 患老 の男
女 比2.32:1や,UnitedBirminghamHospita1(19
57)の悪性 腫 瘍患 老 の 男女 比2.85:1に比 し我 国で は
男 子 がや や 多 い様 な 成 績 を示 す もの が多 い.
続 発性 腫 瘍
周 囲 臓器 よ りの 浸 潤 の外,消 化 管 な ど よ りの転 移 も
報 告 され てお り,我 々の場 合 表2で み る如 く続 発 性膀
胱腫 瘍 を8例 経験 した.こ の 値は 市 川 の原 発性 と続 発
性 の比 がそ れ ぞれ93.8%:6.2%と原発 性膀 胱 腫 瘍 が
圧倒 的 に 多 い成績 と一 致 し,我 々の 場合92.8%:7,2
%な る成績 となつ た,な お この 内訳 は 男1例,女7例
で あ り原発 巣 と して 子 宮癌 よ りの浸 潤 性 の変 化が 最 も














































表3年 令 別 頻 度














































































































































































表5初 診 時 主 訴 頻 度
主 訴 3 % ♀ % 計
血 尿 59 67.8 15 65.2 74 67.3
頻 尿 8 9.2 4 17.4 12 10.9
排 尿 痛 8 9,2 3 13。0 11 10.0
尿 閉 2 1 3






残 尿 感 2
排尿障 碍 2 2一 一










































































た成績についてみると表7にみられる如 く赤血 球 を
86.2%に認め,これに感染乃至炎症が加ったと思われ
る白血球,細菌が何れも過半数にみられた.この成績













































































てい たが,感 染が 強 く腫 瘍 の大 きい もので は 減少 を 伴





































































































































































膀胱ポ リープの頻度については表13の如 くであ り
外来患者総数の0.9%を占め,性別でみると28例中















































































































































昭和31年よ り昭和35年にわ たる5年 間に於 け
る膀胱腫瘍の外来統計 を行つた.
1)その発生頻度は この5年 間 に続発性 のも
のを含めて111例であ り外来総 数に対 しては3.4
1%であつた.
2)性別頻度 は男子多発傾 向を認め,年 令的
には60才以後が過半数 を占めていた.
3)自覚症 としては血尿,頻 尿が多 く,他 覚
的には血尿,蛋 白尿,細 菌尿 等がみ られた
4)膀胱鏡 的に発生部位は壁部が三 角部 に比
し多 く,非 浸潤性 のものがかな りあつた.な お
膀胱 容量 の200cc以 下の例がか なりあ り男子
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内 臓 痺 痛1
アスパミ
〔特 徴〕=■ リ
1.神経 性 に よる獲 痛 、筋 肉 性 に よ る落痛 に対 し、 同 時 に しか
も等 しい力 を も って 作 用 します。
2.注射 、鍵 剤 共 に 作用が 早 く現 わ れ、 胃 痛 ・腹 痛 は も と よ り
泌 尿 器結 石 に件 う嬢 痛 に も優 れ た 効果 を 示 します 。
3。注 里 に よる局 部 の 吸収 は良 好 で あ り、 瞳 孔散 大 、 口 謁N心
悸兀進などの副作用は殆んど現われません。
胃痛 ・腹痛、胃痙甑 胃 ・十二指腸潰瘍に伴う落痛、胆石、泌尿器結
石に伴う逐痛、術後痩痛
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